Hitsuji-gusa "sheep-grass" closes its petals between 1:00 and 3:00 pm, the hour of the sheep by 吉野 政治 & YOSHINO Masaharu
〔
要
旨
〕
睡
蓮
は
花
の
開
閉
が
定
時
に
行
わ
れ
る
「
日
花
」
（
ゾ
ン
ネ
ブ
ル
ー
ム
〔
蘭
語
〕
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ひ
つ
じ
の
刻
（
午
後
一
時
か
ら
三
時
）
に
花
を
閉
じ
る
。
別
名
「
ひ
つ
じ
草
」
は
そ
こ
か
ら
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
花
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
献
が
初
め
て
現
れ
る
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
時
間
を
開
花
時
間
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
今
日
も
そ
の
よ
う
に
説
明
す
る
植
物
図
鑑
も
あ
る
。
こ
れ
は
漢
籍
の
文
章
の
誤
読
と
和
語
「
つ
ぼ
む
」
の
語
義
の
誤
解
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
〔
キ
イ
ワ
ー
ド
〕
ひ
つ
じ
草
・
睡
蓮
・
日
花
・
花
時
計
１
花
時
計
も
っ
と
も
早
く
日
本
に
西
洋
の
植
物
学
を
紹
介
し
た
宇
田
川
榕
菴
の
『
植
学
啓
原
』（
天
保
四
年
1833
刊
）
に
「
花
鐘
は
な
ど
け
い」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
花
の
開
閉
に
定
ま
っ
た
時
が
あ
る
も
の
を
「
日
花
ゾ
ン
ネ
ブ
ル
ー
ム」
と
言
う
。
そ
の
「
日
花
」
に
三
種
あ
る
。
そ
の
一
は
「
陰
晴
日
花
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
花
の
開
花
で
天
気
を
占
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
西 シ
別 ベ
里 ラ
摂 セ
鵞 しべ
り
あ
薊 あざ
み
は
夜
の
十
二
時
（
子
刻
）
に
花
を
閉
じ
れ
ば
翌
日
は
必
ず
晴
れ
、
閉
じ
な
け
れ
ば
雨
と
な
る
。
そ
の
二
は
「
廻
帰
線
日
花
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
の
花
は
毎
朝
咲
き
、
日
暮
れ
に
は
閉
じ
る
。
そ
の
三
は
「
昼
夜
平
分
日
花
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
花
の
開
閉
は
定
時
に
行
わ
れ
、
瓜
哇
ジ
ャ
ガ
タ
ラ水
仙
の
よ
う
に
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
少
し
も
ず
れ
る
こ
と
が
な
い
。
花
の
開
閉
を
見
て
、
時
間
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
西
洋
の
好
事
家
は
庭
に
花
一
ひ
つ
じ
草
（
睡
蓮
）
「
日
花
ゾ
ン
ネ
ブ
ル
ー
ム」
に
つ
い
て
吉
野
政
治
壇
を
作
り
局 しき
りを
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
時
間
に
開
閉
す
る
こ
の
類
の
花
を
植
え
て
時
間
を
知
る
。
こ
れ
を
「
花
鐘
は
な
ど
け
い」（
花
時
計
）
と
い
う
。
牧
野
富
太
郎
著
『
続
植
物
記
』（
昭
和
二
十
二
年
1947
刊
）
に
英
国
の
花
時
計
の
一
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
花
物
語
」）。
午
前
一
時
ノ
ゲ
シ
花
閉
ず
二
時
バ
ラ
モ
ン
ジ
ン
属
一
種
花
開
く
三
時
オ
ッ
ク
ス
・
タ
ン
グ
花
開
く
四
時
キ
ク
ヂ
シ
ャ
花
開
く
五
時
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
花
開
く
六
時
ヤ
ナ
ギ
タ
ン
ポ
ポ
属
一
種
花
開
く
七
時
ル
リ
ハ
コ
ベ
花
開
く
八
時
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
花
閉
ず
九
時
パ
ー
プ
ン
ビ
ン
ド
ウ
イ
ド
花
閉
ず
十
時
ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ
属
一
種
花
開
く
十
一
時
オ
オ
ア
マ
ナ
花
開
く
十
二
時
バ
ラ
モ
ン
ジ
ン
属
一
種
花
閉
ず
午
後
一
時
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
属
一
種
花
開
く
二
時
ル
リ
ハ
コ
ベ
花
閉
ず
三
時
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
属
一
種
花
閉
ず
四
時
キ
ク
ヂ
シ
ャ
花
閉
ず
五
時
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
属
一
種
花
閉
ず
六
時
カ
ワ
ホ
ネ
属
一
種
花
閉
ず
七
時
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
花
開
く
八
時
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
花
閉
ず
九
時
ヒ
ロ
ハ
ヒ
ル
ガ
オ
花
閉
ず
十
時
パ
ー
プ
ル
ビ
ン
ド
ウ
イ
ド
花
開
く
十
一
時
ヨ
ル
ザ
キ
ム
シ
ト
リ
ナ
デ
シ
コ
花
開
く
十
二
時
ハ
イ
ア
オ
イ
花
開
く
日
本
で
は
開
花
時
期
に
つ
い
て
は
花
暦
が
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
一
日
の
中
で
の
花
の
開
閉
に
注
目
し
た
花
時
計
は
作
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
特
定
の
花
に
つ
い
て
は
見
頃
の
時
刻
に
細
か
い
注
意
が
払
わ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
貝
原
益
軒
の
『
花
譜
』
（
元
禄
七
年
1694
序
）
に
は
、
蓮
（
中
略
）
六
月
初
よ
り
日
を
逐
て
ひ
ら
く
。
花
は
卯
の
時
の
後
よ
り
巳
の
時
に
い
た
り
て
漸
ひ
ら
け
、
午
の
後
に
漸
合
ふ
。
毎
日
か
く
の
ご
と
し
。
其
花
両
日
あ
り
て
三
日
を
た
も
た
ず
。
唐
蓮
は
少
は
ひ
さ
し
。
ひ
ら
か
ん
と
し
て
い
ま
だ
ひ
ら
か
ざ
る
時
、
花
観
賞
す
べ
し
。
二
牡
丹
（
中
略
）
東
坡
が
曰
、
牡
丹
を
み
る
に
、
午
前
よ
し
。
午
後
に
は
つ
ぼ
む
。
篤
信
今
案
ず
る
に
、
牡
丹
を
み
る
に
巳
の
と
き
を
よ
し
と
す
。
巳
よ
り
後
は
ひ
ら
け
す
ぎ
、
花
の
精
神
を
と
ろ
へ
ち
か
ら
な
し
。
う
る
は
し
か
ら
ず
。
午
後
よ
り
後
に
み
る
は
、
牡
丹
を
し
ら
ざ
る
な
り
。
と
見
え
る
。
あ
る
い
は
「
午
時
紅
瓶
史
に
出
た
り
。
篤
信
曰
、
倭
俗
に
午
時
花
と
い
ふ
。
（
中
略
）
日
中
に
花
ひ
ら
く
。
故
名
づ
く
」
ま
た
「
合
歓
其
葉
暮
に
い
た
れ
ば
と
づ
。
故
に
夜
合
と
云
。
ね
ぶ
り
の
木
と
云
も
此
故
な
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
名
に
よ
っ
て
、
改
め
て
そ
の
植
物
の
生
態
に
目
が
向
け
ら
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
西
洋
の
も
の
の
よ
う
に
詳
細
な
花
時
計
は
花
の
生
態
に
詳
し
い
人
々
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
我
々
の
身
近
に
あ
る
草
花
か
ら
も
、
大
ま
か
な
花
時
計
を
作
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
宇
田
川
榕
菴
も
右
の
著
で
「
竜
胆
、
野 や
西 せ
瓜 い
苗 か
、
馬 ば
藺 り
ん、
の
類
、
其
の
花
大
抵
朝
開
き
暮
に
合
ふ
。
其
の
他
、
沼
菊
、
午 ご
時 じ
花 か
、
玉
簪
、
浮
薔
な
ど
、
日
花
と
名
づ
く
べ
き
も
の
甚
だ
多
し
」
と
言
い
、
牧
野
富
太
郎
も
「
ア
サ
ガ
オ
、
ハ
ス
な
ど
は
夜
明
け
が
た
に
花
を
開
き
、
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
、
ヨ
ル
ガ
オ
な
ど
は
夕
暮
れ
に
花
を
開
く
。
そ
し
て
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
な
ど
は
晴
天
の
午
前
九
時
頃
か
ら
花
を
開
く
の
で
あ
る
が
、
雨
天
に
は
、
咲
く
は
ず
の
蕾
も
な
ま
け
て
な
か
な
か
開
か
な
い
。
マ
ツ
バ
ギ
ク
な
ど
は
雨
天
に
は
休
ん
で
い
る
」
と
観
察
し
て
い
る
。牧
野
富
太
郎
が
挙
げ
て
い
る
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
が
夏
の
夕
暮
れ
の
定
ま
っ
た
時
刻
（
お
よ
そ
六
時
半
こ
ろ
）
に
開
く
こ
と
は
植
物
学
者
で
は
な
い
我
々
も
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
京
都
で
は
ヒ
ノ
ク
レ
ソ
ー
（
日
の
暮
れ
草
）
と
も
呼
ば
れ
、
長
野
で
は
ユ
ー
ハ
ン
ソ
ー
（
夕
飯
草
）、
山
形
で
は
マ
マ
タ
キ
バ
ナ
（
飯
炊
き
花
）、
千
葉
・
山
口
で
は
ユ
ー
ゲ
シ
ョ
ー
バ
ナ
（
夕
化
粧
花
）
と
い
う
地
方
名
を
持
つ
。
大
正
ロ
マ
ン
溢
れ
る
美
人
画
を
描
い
た
竹
久
夢
二
の
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
来
ぬ
人
を
宵
待
草
の
や
る
せ
な
さ
こ
よ
ひ
は
月
も
出
ぬ
さ
う
な
と
い
う
歌
の
「
宵
待
草
」
は
夢
二
の
出
身
地
の
岡
山
方
言
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
夕
刻
に
咲
く
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
植
物
学
で
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
と
い
う
の
は
嘉
永
四
年
（
1851）
に
園
芸
用
と
し
て
渡
来
し
た
白
花
を
言
い
、
我
々
に
親
し
い
黄
花
の
月
見
草
は
そ
の
白
花
の
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
と
同
時
期
に
輸
入
さ
れ
た
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
と
明
治
初
年
に
輸
入
さ
れ
た
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
が
大
正
時
代
以
降
に
野
生
化
し
た
も
の
で
三
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』
（
昭
和
十
五
年
1940
刊
）
の
「
つ
き
み
さ
う
一
名
つ
き
み
ぐ
さ
」
の
項
に
「
往
時
嘉
永
時
代
ニ
ま
つ
よ
ひ
ぐ
さ
等
ト
同
時
ニ
伝
来
セ
シ
ト
雖
モ
性
弱
キ
為
メ
遂
ニ
野
生
状
態
ト
ナ
ラ
ズ
シ
テ
了
リ
現
時
ハ
世
間
殆
ン
ド
之
レ
ヲ
見
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
。
世
俗
往
々
お
ほ
ま
つ
よ
ひ
ぐ
さ
ヲ
以
テ
つ
き
み
そ
う
ト
呼
ブ
ハ
非
ナ
リ
。
和
名
ハ
月
見
草
ノ
意
ニ
シ
テ
花
弁
白
ク
且
薄
暮
ニ
開
花
ス
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
夕
月
ニ
比
シ
斯
ク
称
セ
シ
ナ
リ
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
我
が
国
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
花
時
計
の
よ
う
な
も
の
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
に
お
け
る
植
物
に
対
す
る
関
心
が
中
国
の
本
草
学
や
花
譜
が
記
す
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
の
本
草
学
に
せ
よ
花
譜
に
せ
よ
開
花
の
時
期
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
時
刻
ま
で
記
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
睡
蓮
に
つ
い
て
は
極
め
て
例
外
的
に
そ
の
閉
花
時
刻
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
既
に
そ
の
文
章
を
誤
読
す
る
も
の
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
誤
読
に
基
づ
い
て
こ
の
花
の
開
閉
時
刻
は
誤
解
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
睡
蓮
」
と
い
う
名
が
そ
の
誤
解
を
生
じ
て
い
る
一
つ
の
原
因
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
蓮
（
N
elu
m
b
o
n
u
cifera
G
a
ertn
）
と
睡
蓮
（
N
y
m
p
h
a
ea
tetra
g
on
a
G
eorg
i）
と
は
別
種
で
あ
る
。
２
ひ
つ
じ
草
（
睡
蓮
）
は
ひ
つ
じ
の
刻
に
開
く
の
か
閉
じ
る
の
か
英
国
の
花
時
計
の
中
に
午
後
五
時
に
花
を
閉
じ
る
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
属
の
一
種
が
あ
っ
た
が
、
日
本
の
「
ひ
つ
じ
草
」
も
未 ひつ
じ刻
（
午
後
一
時
か
ら
三
時
）
に
花
を
閉
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
宝
永
六
年
1709
刊
）
に
睡
蓮
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
ハ
京
都
ノ
方
言
ナ
リ
。
此
花
ヒ
ツ
ジ
ノ
時
ヨ
リ
ツ
ボ
ム
。

あ
さ
ざ菜
ノ
葉
ニ
似
タ
リ
。
酉
陽
雑
俎
及
本
草
綱
目
萍
蓬
草
ノ
下
ニ
唐
ノ
段
公
路
北
戸
録
ヲ
引
ケ
リ
。
夏
秋
花
サ
ク
。
花
白
ク
シ
テ
数
重
ナ
リ
。
蓮
ニ
似
テ
小
ナ
リ
。
其
葉
如
。
其
花
夜
ハ
ツ
ボ
ミ
テ
水
中
ニ
カ
ク
ル
。
昼
ハ
又
水
面
ニ
ウ
カ
ブ
故
ニ
睡
蓮
ト
云
。（
下
略
）
と
見
え
、
越
谷
吾
山
『
物
類
称
呼
』（
宝
暦
五
年
1775
刊
）
に
も
、

あ
さ
ざ
一
名
す
つ
ぽ
ん
の
か
が
み
…
（
中
略
）
…
今
按
に

あ
さ
ざは
蓴 じ
ゅ
ん
菜 さ
い
の
類
夏
に
至
り
て
黄
色
の
花
を
花
ひ
ら
く
一
種
白
花
な
る
も
の
有
り
睡
蓮
と
い
ふ
京
都
に
ひ
つ
じ
ぐ
さ
と
云
是
な
り
未
ノ
剋
よ
り
つ
ぼ
む
四
ゆ
へ
に
名
と
す
。（
下
略
）
と
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
我
が
国
に
お
い
て
「
睡
蓮
」
が
記
さ
れ
た
極
早
い
時
期
の
文
献
で
は
正
し
く
睡
蓮
の
閉
花
時
刻
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
右
の
文
章
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
は
も
と
京
都
の
方
言
で
あ
る
が
、
現
在
も
京
都
市
で
は
確
か
に
未
刻
こ
ろ
に
閉
じ
る
。
本
稿
末
の
写
真
（【
写
真
①
】）
は
今
年
六
月
八
日
（
旧
暦
四
月
二
十
六
日
）
に
京
都
市
内
の
同
志
社
女
子
大
学
校
内
の
池
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
未
刻
に
ひ
つ
じ
草
は
開
花
す
る
と
説
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
説
は
早
く
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
二
年
1712
自
序
）
に
、
睡 す
い蓮 れ
ん
俗
云
亀蓮
。又
云
羊
ヒ
ツ
ジ草 グ
サ
。
本
綱
睡
蓮
即
萍 カ
ハ
蓬 ホ
ネ
之
類
也
。
葉
如


ア
サ
ザ而
大
。
其
花
布
葉
数
重
。
当

夏
昼
開
花、
夜
縮
入
水、
昼
又
出
。
△
按
睡
蓮
池
中
有
之
花
大
寸
余
。
如
白
蓮
状
。
昼
未
時
一
時
開

花
。
故
名
羊草
。
と
見
え
、『
本
草
薬
名
備
考
』（
延
宝
六
年
1679
刊
）
に
も
ヒ
ツ
ジ
ク
サ
睡
蓮
。
北
戸
録
（
に
云
く
）
葉
水
面
ニ
浮
ブ
。
大
サ
一
寸
許
リ
、
カ
ウ
ホ
子
ニ
似
テ
短
シ
。
小
イ
ビ
ツ
ニ
シ
テ
一
方
ニ
切
コ
ミ
有
。
葉
ノ
脈
蓮
ノ
如
シ
。
水
面
ニ
浮
ン
デ
大
サ
一
寸
余
ナ
リ
。
茎
水
中
ニ
在
テ
見
エ
ズ
。
白
色
四
弁
ヅ
ゝ
重
リ
、
十
六
弁
有
。
未
ノ
剋
比
ヨ
リ
日
ニ
映
ジ
テ
開
キ
、
暮
陰
ニ
萎
ム
。
と
あ
り
、『
古
今
要
覧
稿
』（
文
政
四
年
1821～
天
保
十
三
年
1842
撰
進
）
に
も
此
花
夕
陽
八
つ
時
頃
よ
り
開
く
故
、
ひ
つ
じ
ぐ
さ
と
い
へ
り
。
暮
に
水
中
に
入
又
明
日
未
の
刻
よ
り
開
く
事
四
五
日
也
。
さ
れ
ど
も
全
く
沈
に
は
あ
ら
ず
。
暮
に
至
り
て
つ
ぼ
む
故
、
沈
と
い
へ
り
。
此
の
花
八
ッ
時
比
よ
り
開
き
て
暮
に
合
し
て
明
日
の
八
ッ
時
頃
開
け
ど
も
晴
天
な
ら
ざ
れ
ば
開
か
ず
。
雨
天
は
さ
ら
也
。
と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
は
昼
の
未 ひつ
じの
刻
（「
八
ツ
時
」）
か
ら
花
を
開
き
、
夕
方
に
花
を
閉
じ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
誤
解
は
現
在
に
も
踏
襲
さ
れ
、『
原
色
牧
野
植
物
図
鑑
』（
昭
和
五
十
七
年
初
版
）
で
も
「
和
名
は
、
未
の
刻
、
今
の
午
後
二
時
）
頃
に
開
く
か
ら
。
し
か
し
一
定
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
五
３
－
１
誤
り
の
原
因
①
昼
と
夜
の
理
解
ひ
つ
じ
草
（
睡
蓮
）
の
花
は
未 ひつ
じ刻
に
開
花
す
る
と
す
る
誤
り
は
、
漢
籍
の
み
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
実
際
に
花
を
観
察
し
て
も
漢
籍
の
説
明
を
優
先
し
た
た
め
に
起
き
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
誤
読
に
よ
る
理
解
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
二
つ
の
言
葉
の
解
釈
を
誤
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
「
昼
」
「
夜
」
と
い
う
語
の
理
解
で
あ
る
。
漢
籍
の
文
章
を
改
め
て
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
北
戸
録
』
（
唐
・
段
公
路
著
。
本
文
は
景
印
文
淵
閣
『
欽
定
四
庫
全
書
』
に
よ
る
）
睡
蓮
葉
如

而
大
。
沈
於
水
面
、
上
有
異
浮
根
菱
耳
。
其
花
布
葉
数
重
。
不
房
而
蘂
。
凡
五
種
色
。
当
夏
昼
開
、
夜
縮
入
水
底
、
昼
復
出
也
。
与
夢
草
昼
縮
入
地
、
夜
即
復
出
一
。
何
背
哉
。
『
酉
陽
雑
俎
』
（
唐
・
段
成
式
著
。
本
文
は
景
印
文
淵
閣
『
欽
定
四
庫
全
書
』
に
よ
る
）
睡
蓮
南
海
有
睡
蓮
夜
則
花
低
入
水
。
屯
田
韋
郎
中
従
事
南
海
親見
。
六
【ひつじぐさの図】（『古今要覧稿』より）
『
本
草
綱
目
』
（
明
・
李
時
珍
著
。
一
五
七
八
年
成
。
本
文
は
祟
禎
十
三
年
重
訂
本
に
よ
る
）
萍
蓬
草
（
中
略
）
集
解
時
珍
曰
（
中
略
）
又
段
公
路
北
戸
録
有

睡
蓮
、亦
此
類
也
。
其
葉
如
而
大
。
其
花
布
葉数
重
。
当
夏
昼

開

花
、
夜
縮
入
水、
昼
復
出
也
。
『
秘
伝
花
鏡
』
（
清
・
陳
淏
子
著
。
一
六
八
八
年
成
。
本
文
は
平
賀
源
内
補
刻
文
政
十
二
年
刊
に
よ
る
）
睡
蓮
〈
布
ク
葉
間
ニ
昼
開
キ
夜
縮
テ
入
ル
水
ニ
、
次
ノ
日
復
起
ル
。
生
ス
南
海
ニ

〉
こ
れ
ら
の
文
章
に
お
け
る
「
夜
」
と
対
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
昼
」
は
、
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
の
明
る
い
時
間
帯
を
意
味
す
る
。
『
広
雅
』
釈
詁
四
に
「
昼
、
明
也
」
と
あ
り
、『
説
文
』
に
「
昼
、
日
之
出
入
与
夜
為
介
」
と
あ
っ
て
『
徐
段
注
箋
』
（
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
）
に
「
自

日
出
至
日入
、通
謂
之昼
、故
云
日之
出
入
与
夜為
界也
。
今
人
但
謂
日中
為
昼、
非
古義
」と
説
明
さ
れ
る
「
昼
」
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
『
徐
段
注
箋
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
語
に
お
い
て
も
「
昼
」
が
正
午
頃
を
指
す
こ
と
が
あ
る
が
、
日
本
語
の
ヒ
ル
（
昼
）
も
ま
た
、
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
太
陽
が
空
に
あ
る
間
を
意
味
す
る
こ
と
も
、
特
に
正
午
を
中
心
に
前
後
二
、
三
時
間
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
「
ひ
つ
じ
草
」
の
名
の
も
と
と
な
っ
た
未
刻
ひ
つ
じ
の
こ
くと
い
っ
た
時
刻
制
度
に
関
わ
る
場
合
は
後
者
の
意
味
で
理
解
さ
れ
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
太
陽
が
南
中
し
翌
日
再
び
南
中
す
る
ま
で
の
時
間
を
十
二
等
分
す
る
定
時
法
で
は
午
刻
（
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
一
時
）
あ
た
り
が
そ
の
「
昼
」
が
指
す
時
間
帯
に
あ
た
る
が
、
昼
間
と
夜
間
を
そ
れ
ぞ
れ
に
六
等
分
す
る
不
定
時
法
で
は
「
昼
」
と
い
う
語
は
特
別
の
用
い
ら
れ
方
を
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
六
つ
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
時
刻
法
で
は
昼
夜
を
そ
れ
ぞ
れ
「
九
つ
」「
八
つ
」「
七
つ
」「
六
つ
」「
五
つ
」「
四
つ
」
の
六
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
日
に
二
つ
の
「
九
つ
」
か
ら
「
四
つ
」
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
「
暁
・
明
・
朝
・
昼
・
夕
・
暮
・
夜
」
の
語
を
冠
し
て
そ
の
区
別
が
な
さ
れ
る
。
「
明
六
つ
」
か
ら
「
夕
七
つ
」
ま
で
が
明
る
い
時
間
帯
で
あ
り
、
「
暮
六
つ
」
か
ら
「
暁
七
つ
」
ま
で
が
暗
い
時
間
帯
で
あ
る
。
暁
九
つ
八
つ
七
つ
明
六
つ
朝
五
つ
四
つ
昼
九
つ
八
つ
夕
七
つ
暮
六
つ
七
夜
五
つ
四
つ
こ
の
「
六
つ
基
準
」
と
呼
ば
れ
る
時
刻
法
で
は
正
午
か
ら
の
二
つ
の
時
を
特
に
「
昼
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
稿
末
に
掲
げ
た
写
真
を
撮
っ
た
日
の
二
日
前
の
芒
種
の
日
の
「
暁
・
朝
・
昼
・
夕
・
暮
・
夜
」
そ
れ
ぞ
れ
の
始
ま
り
を
現
在
の
時
刻
に
換
算
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
橋
本
万
平
『
日
本
の
時
刻
制
度
増
補
版
』
塙
書
房
刊
、
一
三
二
頁
）。
暁
午
後
十
一
時
四
十
分
か
ら
明
午
前
三
時
四
十
九
分
か
ら
朝
午
前
六
時
二
十
六
分
か
ら
昼
午
前
十
一
時
三
十
九
分
か
ら
夕
午
後
四
時
五
十
三
分
か
ら
暮
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
夜
午
後
八
時
五
十
三
分
か
ら
こ
う
し
た
「
六
つ
基
準
」
に
用
い
ら
れ
る
「
昼
」
の
意
味
で
漢
籍
の
説
明
を
理
解
す
る
と
、
睡
蓮
す
な
わ
ち
ひ
つ
じ
草
は
太
陽
が
南
中
し
た
後
の
未
刻
に
開
花
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
３
－
２
誤
り
の
原
因
②
「
つ
ぽ
む
」
の
意
味
ひ
つ
じ
草
は
未
刻
に
花
を
開
く
と
す
る
誤
り
の
、
も
う
一
つ
の
原
因
は
「
つ
ぼ
む
」
の
意
味
の
取
り
方
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ひ
つ
じ
草
と
い
う
名
が
睡
蓮
の
京
都
方
言
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
益
軒
の
『
大
和
本
草
』
に
は
「
此
花
ヒ
ツ
ジ
ノ
時
ヨ
リ
ツ
ボ
ム
」
と
あ
り
、
ま
た
吾
山
の
『
物
類
称
呼
』
に
は
「
未
ノ
剋
よ
り
つ
ぼ
む
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
「
つ
ぼ
む
」
に
は
莟
と
窄
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
小
学
館
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
初
版
・
第
二
版
と
も
に
）
の
説
明
を
利
用
す
れ
ば
、
つ
ぼ
む
【
蕾
・
莟
】
〔
自
・
マ
・
四
〕
つ
ぼ
み
に
な
る
。
花
が
開
く
前
の
蕾
の
状
態
で
い
る
。
蕾
が
出
る
。
（
源
氏
物
語
、
山
家
集
、
右
京
太
夫
集
、
徒
然
草
、
日
葡
辞
書
か
ら
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
略
す
）
つ
ぼ
む
【
窄
】
〔
自
・
マ
・
五
（
四
）〕
狭
く
小
さ
く
な
る
。
ま
た
、
開
い
て
い
る
も
の
が
閉
じ
る
。
つ
ぼ
ま
る
。
す
ぼ
む
。
尋
常
小
学
読
本
（
明
治
三
六
年
）
三
・
一
「
よ
る
に
な
る
と
、
つ
ぼ
ん
で
し
ま
ひ
ま
す
」
八
雪
国
〈
川
端
康
成
〉
「
そ
の
下
に
小
さ
く
つ
ぼ
ん
だ
唇
は
ま
こ
と
に
美
し
い
蛭
の
輪
の
よ
う
に
」
＊
方
言
花
な
ど
が
し
ぼ
む
。
し
お
れ
る
。
福
島
県
若
松
、
新
潟
県
中
頸
城
郡
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
奈
良
田
、
広
島
県
高
田
。
の
二
つ
で
あ
る
。
漢
籍
の
「
昼
」
の
意
味
を
誤
っ
て
理
解
し
た
者
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
つ
ぼ
む
」
の
意
味
を
「
花
が
開
く
前
の
蕾
の
状
態
で
い
る
」
の
意
味
に
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
古
今
要
覧
稿
』
に
「
暮
に
水
中
に
入
（
中
略
）。
さ
れ
ど
も
全
く
沈
に
は
あ
ら
ず
。
暮
に
至
り
て
つ
ぼ
む
故
、
沈
と
い
へ
り
」
と
あ
っ
た
が
、
『
北
戸
録
』
に
「
夜
縮
入
水底
」
な
ど
と
あ
る
「
縮
」
を
「
つ
ぼ
む
」
の
意
味
に
誤
解
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
窄
の
意
味
の
「
つ
ぼ
む
」
の
用
例
に
は
明
治
以
降
の
も
の
だ
け
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
既
に
江
戸
時
代
の
文
章
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
本
稿
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、『
倭
訓
栞
』
（
谷
川
士
清
1709-1776
編
纂
）
に
も
「
つ
ぼ
む
括
字
の
意
」
と
あ
る
。
４
蓮
と
睡
蓮
古
代
イ
ン
ド
の
聖
典
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
も
白
花
と
青
花
の
二
種
類
の
蓮
が
出
て
く
る
が
、
Ｔ
・
Ｃ
・
マ
ジ
ュ
プ
リ
ア
氏
に
よ
る
と
白
花
は
N
elu
m
b
o
n
icifera
と
い
う
蓮
と
推
定
さ
れ
、
青
花
は
睡
蓮
の
仲
間
の
N
y
m
p
h
ea
escu
len
ta
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う
（
「
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン
ド
の
聖
な
る
植
物
蓮
」
、
三
浦
功
大
編
『
蓮
の
文
華
史
』
か
ど
創
房
所
収
）
。
仏
典
で
も
例
え
ば
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
「
極
楽
国
土
に
は
七
宝
の
池
あ
り
。
（
中
略
）
池
中
の
蓮
華
、
大
い
さ
車
輪
の
ご
と
し
。
青
色
に
は
青
光
、
黄
色
に
は
黄
光
、
赤
色
に
は
赤
光
、
白
色
に
は
白
光
あ
り
て
、
微
妙
・
香
潔
な
り
」
と
あ
る
が
、
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
「
天
竺
（
イ
ン
ド
）
に
四
種
の
蓮
華
あ
り
。
一
に
優
鉢
羅
華
（
ウ
ト
パ
ラ
）、
二
に
拘
物
陀
華
（
ク
ム
ダ
）、
三
に
波
頭
摩
華
（
パ
ド
マ
）、
四
に
芬
陀
利
華
（
ブ
ン
ダ
リ
カ
）
、
次
第
の
如
く
青
黄
赤
白
の
四
色
な
り
。
ま
た
泥
廬
鉢
羅
（
ニ
ロ
バ
ラ
）
を
加
え
て
五
種
と
な
す
。
総
じ
て
蓮
華
と
な
す
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
赤
と
黄
の
花
を
咲
か
す
二
種
以
外
は
蓮
華
と
は
確
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
蓮
博
士
の
大
賀
一
郎
博
士
は
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
か
ら
漢
訳
す
る
と
き
に
解
ら
ず
に
み
ん
な
蓮
に
し
て
し
ま
っ
た
」
の
だ
ろ
う
と
言
う
（
「
ハ
ス
の
話
」
、
『
大
賀
一
郎
ハ
ス
と
共
に
六
十
年
』
所
収
九
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
一
九
九
九
年
十
二
月
刊
）
。
つ
ま
り
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
蓮
と
睡
蓮
と
を
区
別
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
睡
蓮
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
中
国
の
北
地
方
に
お
い
て
は
、
そ
の
区
別
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
の
『
北
戸
録
』『
酉
陽
雑
俎
』『
本
草
綱
目
』
『
秘
伝
花
鏡
』
の
睡
蓮
の
説
明
は
そ
う
し
た
背
景
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。『
酉
陽
雑
俎
』
に
洛
陽
の
役
人
屯
田
韋
郎
中
が
「
南
海
」（
上
海
の
地
で
あ
ろ
う
と
言
う
）
に
赴
任
し
た
時
に
、
夜
に
な
る
と
水
中
に
潜
る
蓮
を
確
認
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、「
夜
則
花
低
入
水」
と
い
う
生
態
を
持
つ
「
蓮
」
は
洛
陽
の
人
々
に
と
っ
て
余
程
興
味
惹
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
睡
蓮
」
と
い
う
名
は
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
名
の
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
が
花
を
閉
じ
る
時
間
に
注
目
し
た
命
名
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
と
い
う
名
も
ま
た
、
そ
の
命
名
の
背
景
に
は
蓮
と
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
推
測
す
る
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
我
が
国
で
も
睡
蓮
は
古
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヌ
ナ
ハ
（
沼
縄
）
と
い
う
語
が
上
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
『
本
草
和
名
』
（
深
根
輔
仁
撰
、
延
喜
年
間
成
立
）
に
「
蓴
和
名
奴
ぬ
奈 な
波 は
」
と
あ
り
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
（
B
ra
sen
ia
S
ch
reb
eri
J
.F
.
G
m
el.）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
睡
蓮
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
一
方
、
蓮
（
蓮
華
）
は
「
日
下
江
の
入
江
の
は
ち
す
花
は
ち
す
」（『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
）
な
ど
早
く
か
ら
文
献
に
現
れ
る
。
汚
泥
の
中
か
ら
見
事
な
花
を
咲
か
し
、
葉
に
置
く
露
は
穢
れ
な
い
玉
と
な
る
そ
の
美
し
さ
は
極
楽
往
生
の
表
象
で
も
あ
り
、
今
日
よ
り
は
露
の
命
を
惜
し
か
ら
ず
蓮
の
上
の
玉
と
契
れ
ば
（
拾
遺
和
歌
集
・
一
三
四
〇
）
一
た
び
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
言
ふ
人
の
蓮
の
上
に
の
ぼ
ら
ぬ
は
な
し
（
同
右
・
一
三
四
〇
）
極
楽
の
は
ち
す
の
花
の
う
へ
に
こ
そ
露
の
わ
が
身
は
お
か
ま
ほ
し
け
れ
（
続
詞
歌
和
歌
集
・
四
六
六
）
な
ど
和
歌
に
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
。
中
国
に
倣
っ
た
観
蓮
の
風
流
も
行
わ
れ
、
そ
の
初
出
は
『
続
日
本
紀
』
光
仁
天
皇
の
宝
亀
六
年
（
775
）
八
月
十
二
日
条
の
「
始
設
蓮葉
之
宴
」で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
遡
る
。
こ
の
よ
う
な
蓮
花
や
蓮
葉
の
露
の
美
し
さ
を
観
賞
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
見
頃
の
時
間
が
計
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
朝
ご
と
に
開
き
て
ぞ
見
つ
る
池
水
の
は
ち
す
に
む
か
ふ
花
の
と
ぼ
そ
を
（
為
忠
家
初
度
百
首
・
六
八
二
）
た
た
ま
り
て
蕊
ま
だ
見
せ
ぬ
葩
の
ぬ
れ
色
き
よ
し
蓮
の
朝
露
（
志
濃
夫
舎
歌
集
・
二
八
五
）
一
〇
吹
く
風
に
露
も
こ
ぼ
さ
ぬ
蓮
の
葉
の
花
に
朝
日
の
光
ま
ば
ゆ
き
（
藤
簍
冊
子
・
七
六
三
）
あ
さ
ぼ
ら
け
池
の
は
ち
す
や
咲
き
ぬ
ら
ん
こ
す
の
ま
と
ほ
る
風
に
ほ
ふ
な
り
（
為
家
五
社
百
首
・
二
二
二
）
先
に
引
用
し
た
貝
原
益
軒
の
『
花
譜
』
の
観
察
も
、
こ
う
し
た
愛
蓮
家
の
こ
だ
わ
り
の
一
例
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
唐
蓮
は
少
は
ひ
さ
し
」
と
益
軒
が
言
う
よ
う
に
、
今
日
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
蓮
で
す
ら
四
日
間
し
か
花
は
も
た
な
い
（
【
写
真
②
】
）
。
愛
蓮
家
が
最
も
見
頃
と
す
る
二
日
め
に
は
午
前
九
時
こ
ろ
に
は
満
開
に
な
り
、
十
二
頃
に
は
閉
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
短
さ
は
、
夕
暮
れ
の
風
を
す
ず
し
と
ね
ぶ
る
ま
に
蓮
の
一
花
散
り
つ
く
し
け
り
（
草
径
集
・
八
五
六
）
咲
け
ば
散
る
蓮
の
花
び
ら
見
る
ま
な
き
た
ぐ
ひ
も
あ
り
と
星
に
た
む
け
ん
（
六
帖
詠
草
・
七
四
三
）
と
和
歌
に
も
詠
わ
れ
、
ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た
れ
ん
げ
の
花
が
ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た
と
思
っ
た
ら
い
つ
の
ま
に
か
つ
ぼ
ん
だ
と
童
謡
に
も
歌
わ
れ
る
。
睡
蓮
の
花
は
こ
の
蓮
（
蓮
華
）
よ
り
少
し
後
の
時
間
に
閉
じ
始
め
る
。
睡
蓮
が
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
蓮
華
の
閉
花
時
間
と
の
比
較
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
一
【写真①】睡連の閉花時間（筆者撮影）
一
二
【写真②】蓮華の開閉時間（大賀一郎著『ハスを語る』忍書院刊より）
